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シ リ ズーシ リ ズー 地域で活躍する人　　北野台団地区予算化された事業 その後

北
野
台
団
地
区
を
守
る

通
学
路
交
通
安
全
緊
急
対
策
事
業

自
主
防
災
組
織

◆
今
後
の
方
針
は

　
「
我
が
家
を
守
る
こ

と
は
地
区
を
守
る
こ
と
」

と
い
う
意
識
を
共
有
し
、

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
災
害

を
「
我
が
身
に
も
起
こ
る

こ
と
」
と
捉
え
、
地
区
の

安
全
確
保
に
い
っ
そ
う

努
力
し
ま
す
。

◆
活
動
状
況
は

　

７
月
第
３
日
曜
日
の

ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
終

了
後
に
、
７
か
所
あ
る

ホ
ー
ス
格
納
箱
を
点
検

し
、
消
防
団
員
の
指
導
の

も
と
、
消
火
栓
と
ホ
ー
ス

を
つ
な
い
で
消
火
作
業
を

行
う
実
戦
的
な
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。

　

地
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
も
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
議
会
へ
の
要
望
は

　

地
区
の
役
員
選
出
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。
区
長
手

当
や
分
館
長
手
当
な
ど
、

市
支
給
手
当
の
増
額
を
議

会
で
も
要
望
す
る
な
ど
、

選
出
が
容
易
な
環
境
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
と
は

　

市
の
指
導
の
も
と
、
現

在
（
令
和
５
年
度
）
の
役

員
７
人
を
中
心
に
地
区

の
防
災
体
制
を
組
織
化

し
、
消
防
団
員
３
人
（
防

災
士
資
格
者
含
）
と
共

に
、
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
集
会
所

等
で
保
管
し
て
い
る
防
災

用
備
蓄
品
を
計
画
的
に
管

理
し
て
い
ま
す
。

◆
事
業
の
経
緯

　

通
学
路
点
検
で
対
策

が
必
要
と
さ
れ
た
市
道

に
つ
い
て
、「
通
学
路
交

通
安
全
対
策
事
業
」
を
国

へ
要
望
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
割
当
内
示
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
６

月
定
例
会
に
お
い
て
補

正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
に
市
内

７
か
所
の
整
備
が
完
了

し
た
。

◆
委
員
会
で
の
対
応

　

補
正
予
算
計
上
さ
れ

た
令
和
４
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、
両
常
任
委

員
会
で
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

　

総
務
産
業
建
設
委
員

会
は
、
所
管
の
当
該
事
業

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

の
説
明
も
受
け
、
現
地
調

査
を
行
っ
て
事
業
の
確
認

を
し
た
。

　

文
教
市
民
福
祉
委
員

会
は
、
予
算
計
上
の
前
か

ら
学
校
教
育
課
と
連
携

し
、
通
学
路
の
安
全
確
保

の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

改
め
て
、
現
地
調
査
を
行

い
、
整
備
に
つ
い
て
確
認

を
し
た
。

会長 田
た な か

中　勝
まさる

さん

田窪区　平
ひ ら の

野　俊
としひろ

弘さん

南方東区　高
た か す か

須賀　香
かおり

さん

【北野台団地区】
　市の西部、南吉井小学
校区で四国がんセンター
の南側に隣接している。
昭和40年代に開発された
住宅団地、63戸の住宅が
集中して立地する小規模
な地区。３月末の人口は
165人（78世帯）

地
域
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

安
全
に
横
断
歩
道
を
渡
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
塗
装
し
て
歩
道
が

わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

川上小学校区南方　通学路　歩行者通行帯（グリーンベルト）標示

南吉井小学校区田窪　歩道整備

重信中学校南門前　路面標示 南吉井小学校西側　転落防止柵設置

旧重信町役場跡地南側道路　歩道整備

消防団員

ホース格納箱の確認 自主防災員に説明

消火栓の確認 ホースの使い方の説明

ひなんルーム
（避難所用間仕切りテント）

集会所にある防災備蓄品

五
十
音
順
で
各
区
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
「
志
津
川
区
」
を

取
材
予
定
で
す
。
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第
１
回
東
温
市
議
会
３
月
定
例
会

が
３
月
１
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
21

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
市
長
提
案
の
一

般
会
計
予
算
等
31
議
案
（
報
告
１

件
、
専
決
処
分
４
件
、
予
算
14
件
、

条
例
改
正
11
件
、
人
事
案
件
１
件
）

及
び
請
願
１
件
の
合
計
32
議
案
を

審
議
し
ま
し
た
。

３ 月

定例会

コンビニエンスストア収納
サービス導入事業

母子健康手帳アプリ
導入事業

避難所整備強化事業

新規就農研修センター支援事業

中学校部活動地域移行事業

問 一般会計予算が過去最大となった理由は。
答 合併20周年を迎える令和６年を、30、50周年への「礎」
を築く年とし、「ふるさと東温市」の将来を展望した「ま
ちづくりの基盤」を整えるための予算編成をした。
　合併特例債（※）活用事業費が、前年度比347.4％、
16億4526万円となった。スマートIC関連の道路整備・
公園事業費が、前年度比372.6%、９億3490万円となっ
た。また、児童手当等の拡充、市長・市議会議員選挙
や20周年記念事業費を計上したため、過去最大となった。

自力でのごみ出しが困難な方で、世帯全員が
65歳以上かつ要介護１以上又は身体障害者手
帳１級・２級に該当する世帯を対象に、自宅
までごみ収集に訪問する。
※対象：粗大ごみを除くすべてのごみ

令和７年３月からコンビニエンスストアで市
税や各種料金を納付できるよう整備する。

アプリを導入・活用することで「必要な情報」
を「必要な時」に「必要な人」へ情報発信し、
妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援
を充実させ、子育てに関する不安軽減を図る。

市医師会、歯科医師会等の協力のもと、とう
おん健康医療創生事業で様々な取り組みを
行ってきた下地を生かし、中山間地域を中心
とする市内各所で、デジタル技術を活用した
健康増進、介護予防事業を実施し、市民の健
康寿命の延伸を図る。

近い将来に発生が危惧される南海トラフ巨大
地震に備え、指定避難所の強化充実を図る。
飲料水兼用耐震性貯水槽、停電時にも使える
プロパンガスを電源とする空調設備及びマン
ホールトイレシステムを、指定避難所３施設
（川上・南吉井・北吉井小学校）に整備する。（令
和７年度完成予定）

新規就農者の育成・確保を目的に、えひめ中
央農業協同組合が設置する研修センターの整
備に対し支援する。

学校の働き方改革が進み、教員が顧問を務め
ることが厳しくなる中、少子化の中でも生徒
の活動機会を確保することを目指し、適正な
運営や効率的・効果的な活動の在り方を示し、
学校・生徒・保護者と一体となって部活動地
域移行を推進する。

問 対象者の要件「その他市長が必要と認める
もの」とは。
答 要介護度や身体障害者手帳の要件は満たし
ているが、年齢要件などを満たさない場合を
想定している。

問 導入の効果は。
答 導入により納付方法が拡大し、納税者の利
便性の向上を図ることができる。

問 導入のメリットは。
答 アプリの導入により、健診や面談の予約、
健診のアンケートの提出がデジタルでできる
など保護者の生活にあったサービスが提供で
きる。また、事前に職員が確認でき、面談時
間の確保やチェックもれを防ぐことができる。

問 今年度の事業内容は。
答 今年度は、遠隔医療システムを活用した健
康相談等を行う。遠隔診療については、課題
もあり、今回の取り組みと合わせて、地域性
等を考慮しながら検討していく。

問 ３施設にした理由は。
答 指定避難所27か所のうち、地区人口を考え、
小学校単位とした。
　災害時に水の確保が大事であることから、
今後は、財政状況を踏まえて検討していく。

問 研修を終了した新規就農者の市内での確保は。
答 研修終了後に、農地の借入の斡旋、ハウ
ス設置、営農相談等の支援を、えひめ中央農
業協同組合と行政が連携して行う予定。また、
農業委員や土地改良区役員等と研修生が情報
交換等を行い、地域とのつながりを深め、新
規就農者の確保・定着に努める。

問 部活動地域移行の進め方は。
答 学校・保護者・地域団体等で構成する検
討協議会で移行計画を策定し、推進していく。
部活動地域移行コーディネーターを配置して
支援する。

ごみ出しに苦労する高齢者（イメージ）

育児の合間に手続きができる（イメージ）

事業イメージ

マンホールトイレシステム

本会議の動画はこちら
から視聴できます。

過去最大の予算規模

令和６年度 一般会計当初予算を可決令和６年度 一般会計当初予算を可決

一般会計予算

　195億 700万円
（前年度比 +14.9%）

全会計予算

（一般 ・ 特別 ・ 企業）

　339億9070万円
（前年度比 +13.5%）

過去
最大

187万円

429万円

2656万円

6145万円

5500万円

1185万円

162万円

※合併特例債とは
　合併市町村が新しいまちづくり
に必要な事業に対する財源として、
借り入れできる地方債。事業費の
95%まで借り入れでき、返済する
元利償還金の70%を国が負担する。
　令和６年度までに完了した事業
が対象。

高齢者等ごみ出しサポート
事業

とうおんスマートヘルスケア
創出事業

注目
事業
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東温市民ミュージカル開催事業

お祝い給食事業

公園整備事業

地域資源やの歴史文化を題材とした市民主体
の舞台演劇作品を制作、上演する。

１人500円分を加算し、東温市産食材を使った
お祝い給食を提供する。

「重信川かわまちづくり」の一環として取り組むもので、交流人口の拡大、地域の活性化を目的に、
桜づつみ公園から重信川緑地公園多目的広場までの区域を整備する。令和８年度整備完了を目指す。

問 事業の概要は。
答 市誕生20周年を市民とともに祝うイベント
として、市民ミュージカルを開催する。脚本
づくり、市民キャストの募集や稽古など約10
か月準備し、令和７年１月18日・19日の２日間
の公演を計画している。

問 事業内容は。
答 市内小中学校・幼稚園・保育所において、
市長・副市長・教育長等が児童生徒と一緒に
給食を食べて交流し、祝う。合併日（９月21日）
前後で実施する。

問 ３か年の合計事業費は。
答 市負担事業費６億９千万円程度と想定して
いる。サッカーグラウンドの整備費が約４億
５千万円、スケートボード場・遊具・メイン駐
車場等の整備費が約１億５千万円、シクロクロ
スコースの整備費が約９千万円となる見込み。
問 運営維持管理の計画は。
答 運営管理は直営で開始し、指定管理者の導
入も想定している。維持管理に年間5000万円を
見込んでいる。日常の利用に加え、中四国圏域
の小中学生のサッカーチームが集まる大会の開
催（１チーム40人、４～６チーム、２日間、年
４回）を想定している。維持管理費の負担以上
の経済効果が見込めると試算している。

問 サッカー場のトイレが1つでは、利用者は
不便ではないか。
答 サッカー大会で使用した場合の利用人数を
推定し、トイレの規模を決定した。
問 どのように利用料を設定するのか。また、
市民割引等は考えているか。
答 類似施設を参考に、利用料を設定する予定。
市民割引等も検討する。
問 天然芝の維持管理方法は。
答 専門業者に委託し、プロが使用できるレベ
ルで管理する計画である。

問 交付開始時期及び手数料は。
答 20周年記念式典開催日に披露した後、交付
開始する。交付手数料は生じない。

2017年に上演した市民ミュージカル「城ノブ」の一幕

毎年４月に提供している「入学進級お祝い給食」シクロクロスコース（イメージ）

スケートボード場（イメージ）サッカーグラウンド（イメージ）

1150万円

180万円

３億2895万円

158万円

東温市誕生２０周年記念事業
・東温市誕生20周年記念式典	 133万円
・東温市民ミュージカル開催事業	 1150万円
・とうおんマート（仮称）開催事業	 997万円
・お祝い給食事業	 180万円
・絵画コンクール事業	 83万円
・ご当地ナンバープレート交付事業	 158万円
・公園整備事業（重信川かわまちづくり）
	 3億2895万円
・市史編纂事業	 833万円
・東温アートヴィレッジフェスティバル　
	 1872万円
・記念誌発行等事業	 189万円
・市ロゴマーク等制作事業	 85万円
・オリジナルフレーム切手発行事業	 46万円
・オリジナル記念ラベル等制作事業	 19万円

とうおんマート（仮称）開催
事業

ご当地ナンバープレート交付
事業

20周年記念式典開催日に、市内事業所や交流
市町を集めた物産展を開催する。

原動機付自転車第一種（50cc以下）、第二種乙
（90cc以下）、第二種甲（125cc以下）の３区分
の東温市オリジナルナンバープレートを導入
する。

997万円
東温市誕生20周年を市内外へ効果的に周知するために作成し
たもので、令和６年度中のみ使用。
（令和６年度当初予算で計上の市ロゴマーク等制作事業とは
異なる）

予算審査委員長報告
　総務産業建設分科会において委員から出
された様々な懸念事項・意見・要望等を十
分に踏まえて検討するよう執行者に求める
とともに、その検討状況等については、適宜、
総務産業建設委員会の所管事項調査におい
て報告を求めることとした。

駐車場ゾーン

駐車場ゾーン桜広場ゾーン 桜広場ゾーン

遊具広場
ゾーン

サッカー広場ゾーン

シクロクロスゾーン

スケート
パーク
ゾーン
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附属機関設置条例の
一部改正

国民健康保険税条例の
一部改正

東温市交通安全推進協議会、東温市防犯協議
会、東温市学校等の在り方検討委員会を新た
に附属機関として設置する。

持続可能な医療保険制度の構築を目指し、事
業の安定的な運営を図るため、基礎課税額の
保険税率について増額改定する。

戸籍等に氏名の振り仮名対応を行うため、戸籍附
票及び住民基本台帳システムへの機能を追加する。
令和７年５月をめどに、本籍地の市町村から氏名
の振り仮名に関する情報が通知され、届け出るこ
とで戸籍に記載される。

問 学校等の在り方検討委員会の設置理由は。
答 近年の少子化の進行や老朽化が進む施設の
維持管理が課題となっている。このことを踏
まえ、統廃合ありきではなく、統廃合の必要
性も含めた「学校等の在り方」について検討
する必要があるため。

問 今回改正する理由は。
答 現行の税率では、繰越金等活用をしても、
令和８年度には財政運営が厳しくなることか
ら、増額改定することとした。
問 被保険者負担の増額見込みは。
答 年間平均で被保険者 1人当たり5873円増、
１世帯あたり8834円増となる見込み。

戸籍情報システム改修事業

令和６年度休園する東谷幼稚園

令和５年度補正予算令和５年度補正予算

264万円

振り仮名記載後の戸籍のイメージ

愛媛県に対し「南海トラフ巨大地震と伊方原発の複合
災害への防災計画を策定する」よう求める意見書の提
出を求める請願

賛成  渡部　勇次

　県の地域防災計画では、複合災害についての
記述がわずか４ページほど。内容も具体性に欠
ける。南海トラフ巨大地震と伊方原発事故の同
時発生を想定しているとはとても思えない。多
くの家屋の倒壊や道路の寸断、大規模な地面の
隆起が起きた能登半島地震を教訓に、詳細な複
合災害対策計画を策定すべきだ。

反対  大西　正之

　愛媛県はすでに地域防災計画（原子力災害対
策編）に基づき、10項目の体制整備を実施して
いる。社会環境の変化や施設整備状況に応じ、
見直しており、請願事項は果たされている。エ
ネルギー政策は、安全性、経済性、エネルギー
安全保障を考慮し、一人一人が、世界情勢等を
理解し、責任ある選択を行う必要がある。

　愛媛県に対し「南海トラフ巨大地震と伊方原
発の複合災害への都道府県地域防災計画を策
定する」ことを求める意見書を提出すること。

　請願審査を付託された総務産業建設委員会で
は賛成少数で「不採択」、本会議でも賛成少数
で「不採択」となった。

審査結果

請願・討論

令和６年３月定例会提出議案　32議案

報告１　専決処分の報告
和解及び損害賠償の額の決定

承認１　令和５年度一般会計補正予算
	 （第８号）
承認２　愛媛県市町総合事務組合規約の変更
承認３　愛媛県市町総合事務組合の共同処理

事務構成団体からの脱退に伴う財産
処分

承認４　手数料徴収条例の一部改正

議案26　教育委員会教育長の任命について

請願１　愛媛県に対し「南海トラフ巨大地震と
伊方原発の複合災害への防災計画を策
定する」よう求める意見書の提出を求
める請願
８ページ参照

議案１　一般会計補正予算（第９号）
８ページ参照

議案２　後期高齢者医療特別会計補正予算
	 （第１号）
議案３　介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案４　田窪第２工業団地特別会計補正予算
	 （第１号）
議案５　吉久工業団地特別会計補正予算
	 （第１号）
議案６　下水道事業会計補正予算（第２号）

議案７　一般会計予算
４〜７ページ参照

議案８　国民健康保険特別会計予算
議案９　後期高齢者医療特別会計予算
議案10　介護保険特別会計予算
議案11　田窪第２工業団地特別会計予算
議案12　吉久工業団地特別会計予算
議案13　水道事業会計予算
議案14　下水道事業会計予算

議案15　地方自治法の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定

議案16　特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部改正

議案17　税条例の一部改正
議案18　国民健康保険税条例の一部改正

８ページ参照

議案19　介護保険条例の一部改正
議案20　地区計画の区域内における建築物の制

限に関する条例の一部改正
議案21　水道給水条例の一部改正
議案22　消防手数料条例の一部改正
議案23　附属機関設置条例の一部改正
議案24　指定居宅サービス等の事業の人員、設

備及び運営に関する基準等の一部を改
正する省令等の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定

議案25　特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正

報　告

専決処分

その他

請　願

令和５年度補正予算

令和６年度当初予算

条　例

議案

山
内
　
孝
二

安
井
　
浩
二

近
藤
千
枝
美

丸
山
　
　稔

相
原
真
知
子

森
　
　
真
一

渡
部
　
繁
夫

丹
生
谷
美
雄

細
川
　
秀
明

松
末
　
博
年

亀
田
　
尚
之

渡
部
　
勇
次

永
井
　
大
介

大
西
　
正
之

野
口
　
　竜

議決結果
（賛成：反対）

議案第７号 〇 〇 〇 − 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（13：１）

議案第18号 〇 〇 〇 − 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決（13：１）

請願第１号 × × × − × 〇 × × × × × 〇 × × × 不採択（２：12）

賛否が分かれた議案（他の議案は全員賛成で可決されました。）

〇賛成　　×反対　　議長（丸山稔）は採決に加わらない。
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３月定例会

一 般 質 問 6議員が市政を問う!!6議員が市政を問う!!

※QRコードでご視聴ください。

1 パートナーシップ制度の導入を
2 学校給食の無償化を

1 生徒主役の部活動地域移行を
2 保育しやすい環境を
3 市道管理状況は
　 ※地デジ難視聴者地域対策は

1 能登半島地震から学ぶ震災対策は
2 市民が実感できる健康日本一のまちづくりを

森
もり

 眞
しん

一
いち

 議員

大
おおにし

西 正
まさゆき

之 議員

山
やまうち

内 孝
こ う じ

二 議員

各議員の枠内にあるQRコードを読み取ると議会本会議での
一般質問の動画を観ることができます。

３月５日

総
務
産
業
建
設
委
員
会
行
政
視
察

文
教
市
民
福
祉
委
員
会

　

令
和
６
年
１
月
24
日
に
島
根
県

出
雲
市
、25
日
に
島
根
県
飯
南
町

に
て
、農
業
振
興
及
び
就
農
に
よ

る
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
行
政
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　

出
雲
市
で
は
、新
規
就
農
者
の

確
保
や
集
落
営
農
組
織
の
法
人

化
を
進
め
て
い
る
。認
定
新
規
就

農
者
の
な
り
手
を
導
く
取
り
組
み

な
ど
、数
多
く
の
農
業
振
興
策
を

図
っ
て
い
る
。

　

飯
南
町
で
は
、宝
島
社
「
住
み

た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」

子
育
て
世
代
部
門
で
全
国
１
位
に

な
っ
て
お
り
、毎
年
人
口
の
１
％

ほ
ど
の
U
I
タ
ー
ン
者
の
移
住
が

あ
る
。

　

３
月
12
日
、令
和
６
年
度
当
初

予
算
の
審
査
の
た
め
、現
地
視
察

を
行
っ
た
。

〇
学
校
施
設
大
規
模
改
修
事
業

・
南
吉
井
小
学
校
中
校
舎
中
央
棟

及
び
屋
内
運
動
場

・
拝
志
小
学
校
屋
内
運
動
場

・
川
内
中
学
校
特
別
教
室

〇
南
吉
井
第
二
保
育
所
ベ
ラ
ン
ダ

改
修
工
事

〇
志
津
川
墓
園
ト
イ
レ
改
修
工
事

〇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
資
源
物

置
場
屋
根
葺
き
工
事

〇
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広

場
整
備
工
事

　

移
住
を
進
め
る
上
で
の
課
題
は

住
宅
の
確
保
で
あ
る
と
し
、数
百

万
円
単
位
の
各
種
支
援
を
用
意
す

る
。子
育
て
で
は
、保
育
料
・
給
食

費
の
無
償
化
や
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
、低
料
金
の
公
営
塾

な
ど
も
整
備
す
る
。

　

各
種
事
業
は
徹
底
さ
れ
て
お

り
、ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、必
ず
喜

ば
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
・

実
践
し
て
い
る
。時
間
と
財
源
を

大
き
く
費
や
し
て
で
も
取
り
組
む

姿
勢
に
、ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

大
い
な
る
覚
悟
を
感
じ
る
。

　

就
農
者
の
確
保
と
人
口
維
持
は

大
変
な
課
題
で
あ
る
が
、問
題
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、活
路
を

切
り
開
く
こ
と
を
決
意
す
る
。

　

現
地
で
、改
修
工
事
の
規
模
、内

容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

　

学
校
施
設
等
に
お
い
て
は
、耐
震

改
修
工
事
は
す
で
に
完
了
し
て
い

る
も
の
の
、大
規
模
地
震
等
に
よ

り
、柱
等
の
建
物
の
構
造
体
に
限
ら

ず
、天
井
材
や
外
壁
等
の
非
構
造
部

材
の
落
下
や
転
倒
に
よ
る
２
次
被

害
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。文
部
科

学
省
に
お
い
て
も
非
構
造
部
材
調

査
の
実
施
を
強
く
求
め
て
い
る
こ

と
か
ら
新
規
に
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て
確
認
が
で
き
た
。

　

現
地
視
察
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の

工
事
に
つ
い
て
適
当
と
判
断
し
た
。

委
員
長　

永
井　

大
介

委
員
長　

丹
生
谷　

美
雄

島根県飯南町

志津川墓園トイレ

島根県出雲市

川内中学校

お知らせ
議会報告会を開催します

【日時】令和６年５月17日（金）　午後７時開会
【場所】川内公民館　大ホール
【内容】①３月定例会の報告
　　　 ②市民と議員の意見交換会　
　　　 　テーマ：ごみに関する問題について　他
市民の皆さまの参加をお待ちしております。

訂正

　令和６年２月１日発行の第72号（P９）
の「令和４年度決算」の記事におきまし
て下記の通り誤りがありました。
　保育所運営管理費
　ごみ集積庫設置工事
　（正）65万円
　（誤）647万円
　訂正してお詫びいたします。

1 誰ひとり取り残さない障がい者福祉の充実を
2 地元建設工業者への支援を

1 雇用の場の確保と移住の促進
2 子どもの目の健康
3 学校給食の牛乳プラスチックストロー
　 ※補導員について

1 大規模地震の発生を見据えた対策を
2 放課後児童クラブにおける育成支援の充実を

亀
か め だ

田 尚
なおゆき

之 議員

安
や す い

井 浩
こ う じ

二 議員

渡
わた

部
なべ

 勇
ゆ う じ

次 議員

３月６日
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同
性
カ
ッ
プ
ル
に

も
、
異
性
カ
ッ
プ

ル
が
結
婚
し
て
い
る
場

合
と
ほ
ぼ
同
等
の
権
利

を
認
め
る
こ
と
で
、公
営

住
宅
へ
の
入
居
や
緊
急

時
の
病
院
で
の
面
会
な

ど
で
、親
族
同
様
の
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。こ
の
制
度
を
持

つ
自
治
体
は
増
加
し
て

お
り
、日
本
全
体
の
人
口

に
対
す
る
カ
バ
ー
率
は

80
％
を
超
え
て
い
る
。
　

本
市
も
こ
の
制
度
を
導

入
で
き
な
い
か
。

問

　
　

①
部
活
動
地
域
移

行
で
顧
問
教
員
の

軽
減
時
間
は
。

　

②
外
部
指
導
者
の
質

は
担
保
で
き
る
の
か
。

　

③
外
部
指
導
員
の
選

考
基
準
・
選
考
方
法
は
。

　

④
指
導
者
を
確
保
で

き
な
い
部
活
動
は
な
く

な
る
の
か
。

　
　

①
活
動
時
間
の
多

い
部
活
動
で
月
44

時
間
程
。

　

②
地
域
移
行
で
、経

験
を
有
し
た
方
が
指
導

す
る
た
め
、技
術
面
で
質

の
高
い
指
導
が
想
定
さ

問答

　
　

こ
の
制
度
導
入
に

対
す
る
意
見
の
相

違
が
あ
る
な
か
で
、市
と

し
て
は
、令
和
５
年
６
月

に
施
行
さ
れ
た
「
L
G

B
T
理
解
増
進
法
」
の

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、性

的
指
向
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

理
由
と
す
る
不
当
な
差

別
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
々
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
の
解
消
に
向
け
た

教
育
及
び
啓
発
活
動
に

努
め
て
い
く
。制
度
に
つ

い
て
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
含
め
、他

の
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。（
社
会

福
祉
課
長
）

学
校
給
食
の
無
償
化
を

　
　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
授
業
料
は
大
学

卒
業
ま
で
無
料
。フ
ラ
ン

ス
も
そ
れ
に
近
い
状
況

で
あ
る
。日
本
国
憲
法
第

26
条
で
「
義
務
教
育
は
、

こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
市
の
負
担
は
い
く

答問

れ
る
。

　

③
専
門
的
知
識
の
み

な
ら
ず
、部
活
動
の
教
育

意
義
を
理
解
し
、安
全
確

保
、事
故
発
生
時
の
適
切

な
対
応
、ま
た
い
か
な
る

体
罰
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

禁
止
し
、生
徒
・
保
護
者

の
信
頼
を
損
ね
る
言
動

を
し
な
い
等
に
つ
い
て

遵
守
し
て
も
ら
う
。外
部

指
導
員
の
服
務
は
、学
校

長
の
監
督
下
で
、学
校
教

育
目
標
の
理
解
が
条
件
。

　

④
団
体
を
通
じ
指
導

者
確
保
に
努
め
る
。な
く

な
る
活
動
は
想
定
で
き

な
い
。（
教
育
長
）

保
育
し
や
す
い
環
境
を

　
　

①
保
育
士
新
配
置

基
準
へ
の
対
応
は
。

　

②
各
保
育
園
の
諸
問

題
に
対
す
る
対
応
は
。

問

ら
必
要
か
。無
償
化
を
実

施
で
き
な
い
か
。

　
　

学
校
給
食
無
償
化

の
た
め
の
本
市
の

負
担
額
は
、小
学
校
で
約

７
９
７
０
万
円
、中
学
校

で
約
４
２
３
０
万
円
、幼

稚
園
で
約
１
１
３
０
万

円
、合
計
約
１
億
３
３
３

０
万
円
と
な
る
。

　

給
食
費
に
つ
い
て
は

学
校
給
食
法
第
11
条
第

２
項
に
お
い
て
、保
護
者

の
負
担
に
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、現
時
点
で
、無
償

化
に
つ
い
て
は
実
施
す

る
考
え
は
な
い
。（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

答

　
　

①
４
・
５
歳
児
ク
ラ

ス
は
新
配
置
基
準

に
収
ま
る
状
況
だ
が
、３

歳
児
は
満
た
し
て
な
い
。

　

②
教
育
委
員
会
事
務

局
や
巡
回
指
導
員
が
各

園
を
訪
問
し
、意
見
が
通

り
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

来
年
度
は
パ
ー
ト
タ

イ
ム
支
援
員
・
調
理
員
を

含
む
、全
員
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由

記
述
で
意
見
を
聞
き
、園

で
働
く
貴
重
な
人
材
が

働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
。（
保
育
幼
稚
園
課

長
）市

道
管
理
状
況
は

　
　

①
市
道
舗
装
長
寿

命
化
修
繕
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

　

②
生
活
道
路
の
点
検

状
況
は
。

　
　

①
計
画
通
り
進
ん

で
い
な
い
が
、安
全

性
が
損
な
わ
れ
る
状
況

で
は
な
い
。

　

②
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
市
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、き
め
細
か
な
管
理

修
繕
を
行
う
。（
産
業
建

設
部
長
）

答問答

森
もり

　真
しん

一
いち

　議員

大
おおにし

西 正
まさゆき

之　議員

おいしい給食をつくる学校給食センター

部活動地域移行（イメージ）

生徒主役の

部活動地域移行を

パートナーシップ制度

の導入を

　
　

①
能
登
半
島
地
震

か
ら
学
ぶ
市
長
・
消

防
長
の
所
見
は
。

　

②
令
和
６
年
度
の
防

災
・
減
災
対
策
は
。

　

③
市
の
地
域
防
災
計

画
の
強
化
・
変
更
は
。

　
　

①
特
に
水
道
管
破

損
に
よ
る
水
の
問

題
は
極
め
て
重
要
と
認

識
し
た
。ま
た
、災
害
に

備
え
た
職
員
の
防
災
に

関
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

市
民
の
防
災
に
対
す
る

意
識
改
革
も
重
要
だ
と

痛
感
し
た
。（
市
長
）

　

緊
急
消
防
援
助
隊
の

問答

　
　

①
障
が
い
者
手
帳

所
持
者
の
状
況
は
。

　

②
障
が
い
児
童
の
保

育
所
や
学
校
、放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
は
。

　

③
代
筆
・
代
読
支
援

者
の
養
成
は
。

　

④
視
覚
障
が
い
者
の

支
援
用
具
の
助
成
は
。

　
　

①
令
和
５
年
度
障

が
い
者
手
帳
所
持

者
数
は
、合
計
で
２
２
９

１
人
で
あ
る
。10
年
間

で
、身
体
障
害
は
、１
割

減
少
し
、療
育
は
１
・
４

倍
に
、精
神
福
祉
は
約
２

倍
に
な
っ
て
い
る
。

問答

必
要
性
、応
援
隊
の
円
滑

な
受
入
体
制
の
準
備
、消

防
団
の
必
要
性
等
を
再

認
識
し
た
。（
消
防
長
）

　

②
特
に
避
難
所
整
備

強
化
事
業
と
し
て
、北
吉

井
・
南
吉
井
・
川
上
小
学

校
に
「
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
」、「
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
」、

「
指
定
避
難
所
空
調
設

備
」
の
詳
細
設
計
を
予
算

計
上
し
た
。

　

③
現
時
点
で
は
国
・
県

の
強
化
・
変
更
点
は
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、今
後
見

直
し
に
併
せ
、本
市
独
自

の
強
化
策
等
も
検
討
す

る
。（
危
機
管
理
課
長
）

　

②
現
在
１
６
０
人
入

所
・
入
学
し
、待
機
者
は

無
い
。放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
１
２
８
人

が
利
用
し
、年
々
増
加
し

て
い
る
。

　

③
「
愛
媛
県
障
が
い
者

プ
ラ
ン
」
で
県
と
連
携
し

代
筆
・
代
読
支
援
者
の
養

成
に
取
り
組
む
。

　

④
所
得
に
応
じ
た
負

担
区
分
と
し
、低
所
得
世

帯
は
全
額
補
助
し
、一
般

世
帯
は
１
割
を
基
本
に

市
民
税
所
得
割
額
に

よ
っ
て
１
割
以
下
の
負

担
と
し
て
い
る
。（
市
民

福
祉
部
長
）

地
元
建
設
工
業
者
へ
の

支
援
を

　
　

①
東
温
市
中
小
零

細
企
業
振
興
基
本

条
例
に
て
、地
元
業
者
を

優
先
す
る
配
慮
は
。

　

②
建
設
工
業
者
の
格

付
け
で
地
元
業
者
が
有

利
と
な
る
要
領
は
。

　

③
低
入
札
価
格
調
査
、

問

市
民
が
実
感
で
き
る

健
康
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
を

　
　

デ
ジ
タ
ル
田
園
健

康
特
区
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
で
は
、情

報
銀
行
や
ス
マ
ー
ト
パ

ス
等
に
よ
り
、住
民
個
別

の
生
活
支
援
・
健
康
増
進
、

福
祉
施
策
へ
の
反
映
、ス

ム
ー
ズ
な
検
診
に
よ
る

優
し
い
健
康
管
理
を
実

現
し
て
い
る
。東
温
市
は

医
療
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
る
。県
市
町
で
進
め
て

い
る
D
X
を
活
用
し
て

健
康
日
本
一
を
ど
う
実

現
し
て
い
く
の
か
。

　
　
「
と
う
お
ん
健
康
医

療
創
生
事
業
」
を
地

元
医
師
会
、歯
科
医
師
会

と
連
携
を
強
化
し
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
総
合
戦
略
」に
基
づ
き
、

新
た
に
「
と
う
お
ん
ス

マ
ー
ト
ヘ
ル
ス
ケ
ア
創
出

事
業
」
に
着
手
す
る
。こ

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
外

部
D
X
人
材
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、オ
ー
ル
東
温

に
よ
る
「
健
康
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
。（
市
長
）

問答

最
低
制
限
価
格
制
度
は
。

　

④
建
設
工
事
簡
易
型

総
合
評
価
落
札
方
式
の

導
入
は
。

　
　

①
市
内
業
者
の
受

注
機
会
の
増
大
に

努
め
、指
名
競
争
入
札
や

随
意
契
約
で
優
先
的
に

選
考
し
て
い
る
。

　

②
市
外
業
者
と
比
較

し
、等
級
ご
と
の
数
値
を

低
く
設
定
し
、災
害
協
定

に
よ
る
復
旧
支
援
も
地

域
貢
献
と
し
て
加
算
し

て
い
る
。（
副
市
長
）

　

③
基
準
価
格
を
下
回

る
入
札
は
調
査
し
、適
切

な
施
工
の
確
保
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
は
失
格

と
な
り
、平
成
30
年
以

降
20
件
発
生
し
て
い
る
。

　

④
企
業
の
施
工
能
力

や
配
置
予
定
技
術
者
の

従
事
経
験
、企
業
所
在
地

の
地
理
的
要
因
等
に
よ

り
、評
価
を
行
う
こ
と
が

適
当
と
認
め
ら
れ
る
工

事
を
対
象
に
試
行
実
績

で
４
件
あ
る
。落
札
決
定

に
学
識
経
験
者
の
意
見

聴
取
や
落
札
業
者
の
集

中
も
懸
念
さ
れ
、今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
（
財
政
課
長
）

答

山
やまうち

内 孝
こ う じ

二　議員

亀
か め だ

田 尚
なおゆき

之　議員

誰ひとり取り残さない

障がい者福祉の充実を

能登半島地震から

学ぶ震災対策は

小学校に導入予定の飲料水兼用耐震性貯水槽

障がい者相談窓口
基幹相談支援センター
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工
業
団
地
等
次
期

整
備
を
行
う
地
区

の
検
討
は
。東
温
市
立
地

適
正
化
計
画
策
定
の
進

捗
状
況
は
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら

愛
媛
県
が
県
内
に

約
50

の
産
業
用
地
確

保
を
進
め
て
い
る
大
規

模
産
業
用
地
確
保
推
進

事
業
に
参
画
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
を
目
標
に

国
道
11
号
沿
線
、川
内

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
等
の
産
業
用
地
の
適

地
選
定
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問答

　
　

①
上
水
道
の
管
路

の
耐
震
化
の
現
状

と
対
策
は
。

　

②
孤
立
集
落
発
生
時

の
対
応
は
。

　

③
指
定
避
難
所
の
安

全
性
の
確
保
を
。

　

④
市
民
へ
の
啓
発
及

び
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
方
策
は
。

　

⑤
た
め
池
の
決
壊
を

防
ぐ
た
め
の
対
策
を
。

　
　

①
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、配
水

管
等
の
更
新
工
事
や
耐

震
化
工
事
を
進
め
て
い

る
。危
機
管
理
課
に
お
い

問答

　

立
地
適
正
化
計
画
は

人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
た
都
市
構
造
へ
の
再

構
築
を
目
指
し
て
進
め

て
い
る
。空
き
地
等
を
集

約
し
、医
療
、福
祉
施
設

等
の
誘
導
施
設
の
整
備

を
図
る
小
規
模
で
柔
軟

な
区
画
整
理
事
業
が
可

能
と
な
る
。（
市
長
）

子
ど
も
の
目
の
健
康

　
　

令
和
４
年
度
の
学

校
保
健
統
計
調
査

で
裸
眼
視
力
が
１
・
０

未
満
の
割
合
は
小
学
生

37
・
88
％
、中
学
生
61
・

23
％
で
、過
去
最
多
だ
っ

た
。直
近
の
東
温
市
の
小

中
学
生
の
視
力
検
査
の

結
果
と
対
策
は
。

　
　

令
和
５
年
度
は
小

学
生
46
・
８
％
、中

学
生
68
・
６
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

小
中
学
生
に
対
し
、

「
姿
勢
と
明
る
さ
」「
太

陽
光
を
浴
び
る
」「
授
業

後
の
休
息
時
に
外
の
景

色
を
見
た
り
、目
の
体
操

を
す
る
」
３
つ
の
視
力
低

下
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。（
学
校
教
育
課
長
）

問答

て
、災
害
協
力
井
戸
の
登

録
制
度
の
実
施
を
検
討

中
。（
上
下
水
道
課
長
）

　

②
孤
立
の
恐
れ
の
あ

る
地
区
に
は
、避
難
対
策

と
し
て
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
整
備
・
指
定
し
て
い

る
。

　

③
近
年
の
災
害
を
踏

ま
え
、指
定
避
難
所
以
外

の
避
難
施
設
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

　

④
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た

職
員
に
よ
る
防
災
講
座

を
実
施
す
る
。今
後
、さ

ら
に
防
災
士
資
格
取
得

者
の
養
成
を
図
る
。（
総

務
部
長
）

　

⑤
危
険
度
が
高
く
耐

震
化
対
策
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
た
め
池
が
６

か
所
あ
り
、順
次
工
事
を

進
め
て
い
る
。（
農
林
振

興
課
長
）

学
校
給
食
の
牛
乳
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー

　
　

牛
乳
を
作
る
企
業

は
多
額
の
投
資
に

な
る
が
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
ト
ロ
ー
が
な
い
牛
乳

パ
ッ
ク
使
用
を
、東
温
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
提
案
で
き
な
い
か
。

　
　

愛
媛
県
学
校
給
食

会
か
ら
納
入
業
者

に
問
い
合
わ
す
と
、現
時

点
で
は
検
討
し
て
い
な

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、令
和
５
年
８
月

か
ら
紙
パ
ッ
ク
容
器
の

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た

め
、容
器
の
フ
ィ
ル
ム
を

石
油
由
来
の
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
か
ら
植
物
性
素
材

に
変
更
す
る
と
い
う
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

問答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
育
成
支
援
の
充

実
を

　
　

①
適
切
な
遊
び
の

保
障
を
。

　

②
施
設
・
設
備
の
改
善

の
見
通
し
は
。

　

③
指
導
員
の
確
保
の

方
策
は
。

　
　

①
安
全
面
を
最
優

先
に
し
、一
部
の
ク

ラ
ブ
で
外
遊
び
が
で
き

て
い
な
い
。人
員
が
整
え

ば
、積
極
的
に
外
遊
び
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

②
必
要
に
応
じ
て
、施

設
・
設
備
の
改
善
を
行
っ

て
い
る
。全
て
の
小
学
校

の
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
こ
と
は
、教

育
面
だ
け
で
な
く
、防
災

面
や
財
政
面
を
含
め
て

多
面
的
に
検
討
す
る
。

　

③
人
材
確
保
に
は
非

常
に
苦
慮
し
て
い
る
。今

後
と
も
、支
援
員
や
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
い
く
。時
代
背
景

を
鑑
み
、男
性
の
仕
事
の

選
択
肢
と
な
る
よ
う
広

報
等
に
も
力
を
注
ぎ
た

い
。（
保
育
幼
稚
園
課
長
）

問答

安
や す い

井 浩
こ う じ

二　議員

渡
わたなべ

部　勇
ゆ う じ

次　議員

プラスチックストローを
使用している学校給食

指定避難所標識（川上小学校）

大規模地震の発生を

見据えた対策を

雇用の場の確保と

移住の促進は

野
の な か

中 大
そ ら

空さん

森
もり

 悠
ゆ う と

翔さん

丹
に ゅ う の や

生谷 沙
さ ら

來さん

藤
ふ じ た

田 彩
あ み

未さん

田
た な か

中 葵
あ お い

依さん

渡
わたなべ

部 魁
か い り

莉さん

友
ともちか

近 あかりさん

野
の な か

中 友
ゆ う と

翔さん

佐
さ と う

藤 瑠
る な

奈さん

和
わいずみ

泉 湊
そ う た

太さん

で
き
る
、
で
き
な
い
で
は
な
く

ま
ず
挑
戦
す
る

人
に
な
り
ま
す
。

大
工
に
な
っ
て

た
く
さ
ん
の
人
の
家
を

建
て
ま
す
。

周
り
か
ら
頼
ら
れ
る

人
に
な
り
ま
す
。

周
り
を
笑
顔
に
で
き
る

人
に
な
り
ま
す
。

１
０
０
％
的
中
す
る

気
象
予
報
士
に
な
り
ま
す
。

揺
る
が
な
い
意
志
を
も
ち
、

周
り
の
人
を
幸
せ
に
し
ま
す
。

目
の
前
の
こ
と
に

し
っ
か
り
と
向
き
合
え
る

人
に
な
り
ま
す
。

愛
媛
を
支
え
る

地
方
公
務
員
に
な
り
ま
す
。

人
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
で
き
る
人
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
で
も

治
せ
る
薬
を
つ
く
る

科
学
者
に
な
り
ま
す
。

拝
志
小
学
校
　
卒
業
生
の
決
意
の
言
葉
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ー
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o
n.ehim

e.jp
発

行
／

東
温

市
議

会
　

編
集

／
広

報
広

聴
特

別
委

員
会

〒
7
9
1

－0
2
9
2
 東

温
市

見
奈

良
5
3
0
番

地
1
　

と
う

お
ん

 議
会

だ
よ

り
　

N
o.7

3
　

令
和

6
年

5
月

1
日

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
第
一
回
定

例
会
で
は
、
当
初
予
算

（
年
度
初
め
に
定
め
る
一

年
間
全
て
の
予
算
）の
審

査
を
主
に
行
い
ま
し
た
。

　

市
の
執
行
す
る
事
業

は
多
岐
多
様
で
あ
り
、そ

の
総
額
は
約
３
４
０
億

円
に
も
な
り
ま
し
た
。市

民
の
税
金
を
市
民
の
た

め
に
適
切
に
使
う
こ
と

が
市
に
は
求
め
ら
れ
、市

議
会
は
そ
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
そ
の
内
容
が

少
し
で
も
皆
さ
ま
に
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
る
よ
う
、工
夫
と
研
究

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
（
永
井　
大
介
）

発
行
責
任
者
丸
山　

稔

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長
安
井　
浩
二

副
委
員
長
相
原
真
知
子

委

員
近
藤
千
枝
美

〃

丹
生
谷
美
雄

〃

松
末　
博
年

〃

渡
部　
勇
次

〃

永
井　
大
介

〃

野
口　

竜

日 月 火 水 木 金 土

6/10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 7/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

6月定例会のお知らせ（予定）

議場での会議本会議 ※総務委員会は、総務産業建設委員会
　文教委員会は、文教市民福祉委員会を略して記載

編　
集　
後　
記

　

当
協
会
は
、
地
域
の
資

源
等
を
開
発
活
用
し
、
地

域
経
済
活
動
の
底
上
げ
と

豊
か
な
街
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

S
A
K
U
R
A
se
l
ec
t

は
、
「
東
温
ら
し
さ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
選
定
し
た

商
品
で
、
そ
の
商
品
に
ま

つ
わ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を

伝
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り

「
東
温
市
の
魅
力
」
を
発
信

し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　

東
温
市
さ
く
ら
の
湯
観

光
物
産
セ
ン
タ
ー
を
情
報

発
信
拠
点
に
し
て
、
そ
の
魅

力
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
温

市
生
ま
れ
の
「
陽
光
桜
」

を
素
材
と
し
て
使
用
し
た

パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
等
、
お

土
産
に
も
最
適
な
商
品
も

開
発
・
製
造
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人 

東
温
市
観
光
物
産
協
会

会
長 

越お

ち智
　
俊と
し
み
つ充
さ
ん

知
る・ふ
れ
る・楽
し
む

人
シ
リ
ー
ズ

開会
総務・文教

委員会

一般質問 一般質問 質疑
予算委員会

調査日
（総務）

調査日
（文教）

総務委員会
分科会

文教委員会
分科会

予算委員会 閉会

 

議会だよりが
スマホで読めます。

SAKURA select 選定品　東温雪玉

東温市
イメージキャラクター
いのとん

　「市のホームページ」で議会開会
中、生中継がご覧になれます。
　また、過去の録画中継もご覧に
なれます。

議会インターネット
中継

市議会ページ


